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地域の課題解決を支援する仕事

　早速ですが、私の所属する地域通信振興課が地方公共団体を対象にしたアンケート調査によ
ると、ICT／IoTの実装について、「関心があるが、特段の取組を行っていない」と回答した団体が
50%以上ありました。また、IoT実装を阻む壁は、主に、予算の制約、人材の不足、情報の不足及び
推進体制の未確立があげられます。そこで当課では、実装事業への財政支援、地域情報化アドバ
イザー派遣による人的支援、計画策定への支援など総合的に支援をしています。その中でも私は
財政支援と計画策定支援を担当しています。
　みなさんとお話をすると、初めからICT／IoTによる解決策を考えがちです。しかし、地域が真に
抱える課題を解決するために、まずは問題を明らかにしてから、その解決策を考えるというアプ
ローチを勧めています。そして私自身も、この考え方で政策を検討・立案するようにしています。

大切なのはやる気と体力

　私は入省前、総務省の向いている方向は漠然とわかるものの、普段の業務は具体的にイメージ
できていませんでした。なにをするのか、自分になにができるのか、不安に思ったこともありました。
しかし、いざ働き始めてみると、上司から具体的な指示があったり、わからないことがあれば、先輩
が丁寧にフォローしてくれました。結局のところ、業務を行う上で最低限の知識は必要ではありま
すが、初めのうちはなんと言ってもやる気と体力が一番大切だと思います。
　現在の仕事は地域の支援であるため、地方公共団体の職員を始めとした地域の方 と々のやりと
りが多くあります。やりとりはメールや電話だけでなく、実際に各地を訪ねることもあります。人口減
少や高齢化など情報として知っていたことも、現場の生の声を聞くと、新たな発見が多々あります。
もちろん、技術の進歩が著しい情報通信の分野なので、IT企業の方々に最新の動向を伺うなどす
ることで、知識のアップデータも欠かせません。

金曜日は総務省の定時退庁日です。早々に仕事を切り上げて、学生
時代の友人と近況報告会という名の飲み会を開いています。私はあ
まりお酒に強くありませんが、翌日は2連休なので安心して大好きな
日本酒を飲みかわします。他愛もない話で盛り上がることができる友
人たちには感謝が絶えません。
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Week Schedule
Monday
明日は地方自治体の方々が集まるイベント。自
分の動きを確認。

Tuesday
イベント当日。終わってみればあっという間。

Wednesday
企業の方が突然の来庁。意見を交換。

Thursday
溜まってしまった依頼や問合せに対応。

Friday
来週のスケジュールを確認して必要な資料を作
成。


